
ときがわ町町有林 A‐WASS循環と共生の森づくり協定書

木と建築で創造する共生社会実践研究会 (A‐WASS)(以下「甲」という。)と
ときがわ町 (以下「乙」という。)は、乙の所有する森林 (以下「町有林」とい
う。)において行 う「A‐WASS循環と共生の森づくり」 (以下「活動」という。)
の実施に関して、次のとおり協定を締結する。

(協定の目的)

第 1条  この協定は、都市在住の建築関係者を主体とする甲の会員及びその関
係者と、乙を中心とした地域に暮らす住民が連携 した活動により、森林やそ

こから生産 。供給される木材 と地域社会とのつながりを実感 し、森林管理や

林業、さらには中山間地域の現状や生活への相互理解を深め、森林資源の循

環的な利用の再生に向けて、甲、乙が協力することを目的とする。

(協定の期間)

第 2条  この協定の期間は、協定締結日から平成 29年 3月 31日 までとする。
2 この協定の目的を達成するために必要のある場合は、甲、乙協議の上、こ
の協定を更新することができる。

(活動の対象とする町有林 )

第 3条 この協定の対象とする町有林は、別図の示すところとする。

(活動の内容)
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2 この協定泳嘉豪とする町有林に生育する樹木その他の産物を収穫 (伐採)・
除去 (搬出)・ 処分 (利用)する必要があると認める場合には、甲はあらかじ
め乙の承認を求め、その指示に従うものとする。

3 この協定の対象とする町有林内に工作物を設置する必要が生じた場合には、
甲、乙協議の上、実施するものとする。

4 第 2項の樹木の収穫 (伐採)に関し、森林法に定める「伐採及び伐採後の
造林の届出書」の提出その他法令に定める手続が必要な場合は、甲、乙が連

携してこれを行うものとする。
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(活動の実施 )

第 5条  甲は、第 4条に係る活動について、あらかじめ活動計画を作成 し、乙
に通知するとともに、実施 した内容を乙に報告するものとする。

2 乙は、第 4条に係る活動の効果的な実施その他この協定の目的の達成に資
するため、当該活動への乙を中心とした地域に暮らす住民等への参加の呼び

かけなどの広報活動を積極的に行うものとする。

(事故の処理)

第 6条 甲は、活動中の事故については、自己の責任において処理するものと
する。

(その他の事項)

第 7条  この協定の履行に必要な事項であって、この協定に定めのないもの及
び協定の事項に疑義が生じたときは、甲、乙が協議して定めるものとする。

この協定の証として、この証書を 2通作成 し、甲、乙それぞれ記名押印の

上、各自その 1通を保有する。

平成 28年 4月  1日

甲 木と建築で創造する共生社会実践研究会 (A‐WASS)

△
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乙 ときがわ町
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通 称 :槍沢高田町有林
所在地 :と きがわ町玉川 3549番地 1
面 積 :1,781r


